
２０１１年度第３２回物理化学コロキウム
Ｐ

｢東北地区物理化学研究一その現状と将来」

趣旨：日本化学会東北支部では毎年秋に、物理化学コロキウムを開催してま

いりました。従来は特定の分野の先生方をお呼びした全国規模あるいは国際会

議的な会合を目指した年が多かったと思います。しかしながら、近年同様の会

合が増えていること、支部からの予算が縮小していることなどから、東北支部

の物理化学系研究者の会合としての意義が問題となってまいりました。

そこで、今年のコロキウムでは、東北支部各地の物理化学系の先生方にご参

加いただいて、各大学(学部・研究所)の物理化学研究教育体制の現状を簡単にご

紹介いただきつつ、ご自身の研究をお話しいただきたいと計画しました。特に

若手の先生方を中心に、所属の異なる六名の方にご講演を依頼することができ

ました。このコロキウムを契機として、今回の震災からの復旧・復興に向けて、

東北地域の物理化学研究者の協力や交流を目指したいと考えます。合わせて、

支部内の物理化学研究者名簿を整備して、皆様の交流に役立てたいと考えてお

ります。

2011年度物理化学コロキウム世話人

東北大学大学院理学研究科化学専攻

みさいづ

美7酉(津文典
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プログラム

日時：２０１１年９月１７日(士）８:30-11:3５

場所：東北大学川内北キャンパスＢ棟1階１０２教室

（平成23年度化学系学協会東北大会Ｃ会場）

8:30-8:4０

8:40-9:0５

9:05-9:3０

9:30-9:5５

9:55-10:1０

１０:10-10:3５

１０:35-11:0０

開会の挨拶 美香津文典

（座長東北大院理石山達也）

放射線と物質との相互作用一基礎過程から放射線検出への応用

まで．．……………………･…………………･………………．．…ｌ

東北大院工越水正典、浅井圭介

擬縮退状態を持つ分子の光による非断熱ダイナミクス制御･･･９

東北大院理菅野学、小野由香刺、河野裕彦、藤村勇一

（座長東北大院理松田欣之）

貴金属ハライド添加カルコゲナイドガラスの構造とイオン伝導

…･…．．……．．………･……･…………･………･…………………ｌ５

山形大学理臼杵毅

休憩

Ctrlによる銅イオン細胞内取り込みの分子メカニズム

東北大院薬三浦隆史

2３

（座長東北大院理岸本直樹）

高速電子衝撃実験で探る分子の電子状態．．…･………………３１

東北大多元研渡遥昇、山崎優一、高橋正彦
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11:00-11:2５ 走査トンネル顕微鏡による金属酸化物の原子レベルでの物性解

明・…･…･…．．……･･……･…｡．…･………･………………････…・・４３

東北大院融合研’・理研基幹研２・東大新領域３

湊丈俊''2、金有珠2、川合員紀３

１１:25-11:3５閉会の挨拶

一平成23年度化学系学協会東北大会

物理化学セッション依頼講演

１１:40-12:1０

（座長東北大多元研秋山公男）

電子スピン共鳴(ESR)法でみる励起状態の電子状態

東北大多元研 山内清語

－１Ｖ＝

５１



ンチレータ材料を、世界に先駆けて開

発してきた。そこでは、自己組織化低

次元構造中の励起子への量子閉じ込め

効果を利用し、あるいはプラスチック

ー酸化物ナノハイブリッド構造におけ

る光学的透明性を利用し、Ｘ線・中性
子用の次世代シンチレータ材料を開発

してきた。さらに、γ線やＸ線などと
α線との、電子励起状態の高次構造の

違いを利用した、新たなγ線／中性子
線弁別型シンチレータ材料開発にも着
手している。これらの各種シンチレー

タ開発における電子状態と発光特‘性に

ついて、基礎的な側面から概説する。

(東北大院工）○越水正典，浅井圭介

工学研究科応用化学専攻分-fシステム化学講座量-f物理化学分野（浅井研究室）･では、光や放射

線、ナノ構造、あるいは磁性・電子相関をキーワードとした研究展開を行っている。特に、光や放射
線と物質との相互作用に起因する特異な励起状態について、その基礎科学的研究から工学的応用まで

に一貫して携わってきた。この講演では、放射線工学と物質科学との融合領域において、我々が新た

に開拓しようとしている領域を、高次構造をキーワードとしながら概説する。特に、物質あるいは電

子励起状態の高次構造を考慮することの有利性と必然性について、放射鍾線検出材料開発や、放射線と
物質との相互作用の基礎過程の解明の観点から提示する。

【電子励起状態の「高次構造」としての放射線照射効果の解明】
赤外から可視・紫外領域との一光子過程とは異なり、放射線による電子へのエネルギー付与過程に

おいては、近接した多重の電子励起状態を考慮する必要がある。この電子励起状態の「高次構造」は、

スパーやトラックなどと呼ばれ、主に放射線化学や放射線プロセシングの分野において.、最終生成物

との相関から論じられてきた。しかしながら、電子励起状態のダイナミクスそのものの解明はなされ

ておらず、多くの放射線照射･効果についてその起源ははっきりしない。特に、放射･線により生じた高

密度な電子励起状態における電子間相互作用やその時空間相関に着目した研究例は非常に少ない。
我々の研究室では、この電子励起状態のダイナミクスの解明により、放射線検出や放射線プロセシン

グにおける新たな地平を開拓すべく、研究を進めてきた。

この講演では、我々がこれまでに行ってきた、高エネルギーイオンビームと物質との相互作用にお

いて、主に発光観測によって捉えてきた電子励起状態のダイナミクスについて概説する。また、一部
の強相関電子系物質を対象として観測されてきた、特異なＸ線誘起永続的光伝導現象について、我々
の研究室でのその解明の取り組みと応用へ向けた研究開発を紹介する。

【放射線検出材料開発における高次;構造の導入】

我々が開発ターゲットとしているのは、発光型の放射線検出素子であるシンチレータ材料である。
シンチレータを用いた放射線検出器（シンチレーション検出器）は、放射線の光子あるいは粒子一つ

一つの到達を検出することの可能な検出器であり、検出効率と応答の高速性に優れるため、基礎科学
から応用に至るI幅広い用途を持つ｡その概略を図１に示す｡優れたシンチレーション検出器の開発は、
新たな原理に基づく分光分析装置の開発や､計測対象の拡大などによる既存装置の高度化につながり、
広汎な学問・工学分野への波及効果を持つ。

従来のシンチレータ材料は、主に希士類元素などがドープされた無機絶縁体結晶であり、均一系材
料により構成されてきた。しかしながら、従来の材料開発手法では、特にその応答性の高速化におい
て、本質的な限界が指摘されてきた。そこで我々は、ナノメートルスケールでの高次構造を有するシ

物理化学コロキウム
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放射線と物質との相互作用一基礎過程から放射線検出への応用まで
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図１シンチレーシヨン検出器における信号取得の概略図
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放射線と物質との相互作用

一基礎過程から
放射線検出への応用まで

東北大院工○越水正典、浅井圭介

研究テーマ

○放射線と物質との相互作用と照射効果の探究

○高次構造を有するシンチレータ材料の開発

○高次構造を有する材料における
．新規の光物性や磁性の発現に関する基礎研究

浅井研究室概要

工学研究科応用化学専攻

分子システム化学講座量子物理化学分野

教授浅井圭介

助教越水正典

博士課程後期学生:２名

博士課程前期学生:６名
卒論生:５名

放射線照射効果と光照射効果との対比

電子線やγ線の場合

スパー(spuI･）
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